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�　北海道電力㈱森地熱発電所の見学移動例会

および函館の地区大会と、強行日程のなか多

くの会員の参加を頂き感謝申し上げます。

　今回の事業には幹事、例会運営委員会には

大変ご苦労をお掛け致しました。更に、会員

事業所の北海道電力様、沿岸バス様にはお世

話、ご協力を頂きありがとうございました。

　ロータリークラブ会員の友情に改めて感謝

いたします。ありがとうございました。

１）砂川ロータリークラブより１１月例会の案内

が届いております。

�������　　　　　　　　　澤田委員長

「ロータリー財団月間」

　１９６４－６５年度理事会と管理委員会は、毎年１１

月１５日を含む１週間をロータリー財団週間とす

ることに定めた。

　その後１９８３－８４年度に、１１月をロータリー財

団月間と定めた。

　財団の奨学事業及び人道的諸事業についての

知識と理解を深め、財団の推進に役立つプログ

ラムを実施する月間である。ＲＩ理事会指定の

８つの月間の一つ。
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　財団の使命は、地域レベル、全国レベル、国

際レベルの人道的、教育的、文化交流プログラ

ムを通じて、ロータリーの綱領とロータリーの
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使命を遂行し、かつ世界理解と平和を達成しよ

うとする国際ロータリーの努力を支援すること

です。
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　１９４７年１月２７日にポールハリスがイリノイ州

シカゴの自宅でなくなりました。７０カ国以上３０

万人以上のロータリアンがロータリーの創始者

の死を悼みました。しかし、ポールハリスの死

は財団の転換点になりました。ポールの逝去で

寄付が国際ロータリーに相次いで寄せられるよ

うになりました。財団はポールハリス記念基金

を設け、ポールに敬意を表したいロータリアン

に対して、財団寄付をお願いしました。その反

響は素晴らしいものでした。翌年の７月までに

１３０万ドル以上が寄付されました。

　１９４７年には最初の財団プログラムが実現され

ました。それは高等研究奨学金と呼ばれるもの

で、これが最初のロータリー国際親善奨学生で

した。財団の発展は、プログラムを開発したと

きに始まります。世界中のロータリアンの心を

とらえたプログラムだったのです。どのプログ

ラムもロータリーの理想を掲げ、育むものばか

りです。

　さらに１９５７年にロータリー財団は、財団の活

動に寄付した人々への感謝を示す手段として、

ポールハリス・フェローの認証を開始しました。

自ら、または第３者の名義で財団に米貨１０００ド

ル（または相当額）を寄付すると、ポールハリ

ス・フェローとして認証されます。

　保健、飢餓追放および人間尊重プログラム開

発のための７５周年記念基金（１９７９－８０）の設置

を決定しました。３Ｈプログラムの目的は、国

際間の理解、親睦および平和を促進するための

方法として、人々の健康状態を改善し、飢餓を

救済し、人間的社会的向上を図ることです。

　ロータリーは、個人奉仕から一歩踏み出して

新しい道を歩み出しました。この３Ｈプログラ

ムから、ポリオ・プラス・プログラムやロータ

リー・ボランティア・プログラムが生まれまし

た。財団プログラムも世界のニーズと共に多様

化し、寄付も会員数に関わり無く増え続けてい

ます。
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